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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 以上、本審査委員会における議論を要約したところであるが、委員会は厳正
かつ公平な審査の結果、本論文は博士（生活支援学）の学位を授与するに値す
る水準ならびに内容をもつものであるという結論に至った。また、生活支援科
学研究科（地域生活支援学専攻）博士学位審査基準で求められる「論文テーマ
の重要性・独創性」、「先行研究及び関連研究のレビュー及び理解」、「研究方法
の独創性並びに妥当性」、「論文の構成」、「論述の一貫性と体系性」及び「引用・
参考文献の適切性並びに記述の様式」に照らし、妥当な研究内容であると認め
られる。従って、所定の試験結果と論文評価に基づき、本審査委員会は全員一
致をもって、黒木邦弘氏の博士学位請求論文「認知症高齢者に関するソーシャ
ルワーク実践事例研究～言説変容の観点から」は、本学博士学位（生活支援学）
を授与するに相応しいものであると判断する。 
 
 
